第４回笠岡市総合計画審議会議事要点録
○　日　　時：令和３年１０月２０日（水）１４：００～１４：４５

○　場　　所：笠岡市民会館　第１会議室

○　出席委員：１０名

小林会長，大嶋副会長，小寺委員，玉置委員，中川委員，鳴本委員，

能島委員，東山委員，松尾委員，三島委員

○　オブザーバー：２名　　大本市議，栗尾市議

○　内　　容：下記のとおり

１　議　事

（１）第７次笠岡市総合計画後期基本計画（答申案）について
　　　　事務局より，第３回からの修正点およびパブリックコメントについて説明

　委　　員：総合指標の表し方について，単年度の目標なのか，連続的な目標なのかを指標に入れたら分かりやすいと思う。

担当部署：ホームページ版で表記していきたいと事務局で考えている。

（２）各委員からの意見

　会　　長：これまで３回の審議会を開催し，委員の皆様から様々な御意見をいただきました。最後に，これまでの審議会を踏まえて，全委員から感想をいただきたいと思いますので順番にお願いします。
委　　員：６ページ「ＪＲ・県・農業普及指導センター」と表記されているが，農業普及指導センターは岡山県になるので，県と分かれているのが気になる。まとめた方がよいのではないか。

　　　　　岡山県と連携できることがあれば，取り組んでいきたい。

委　　員：今後，計画策定等をしていく上で，いろんな方の意見を収集するために，どのようなかたちで，どういう時間帯で，誰に話を聞くかを考えてほしい。

委　　員：日ごろ知らなかったことについて，教えてもらうことができた。実績がともなうような行政をお願いしたい。

　　　　　P42記載のある「コーディネート機能」とあるが，市民に具体的に分かるように実施してほしい。行政がしていることが地域として理解できない部分がある。行政は仕事としてしているが，地域は生活のためにしている。このことを十分に考えてほしい。

委　　員：P100「企業債残高対給水収益比率」について，年々上がっていくような目標になっているが，借金が増えているという悪い目標なのか。

担当部署：昨年実施された，上下水道の運営審議会で借金のあり方について審議した。　１年の収益に対する債務，いわゆる借金の残高が笠岡市は28.7%で低すぎる。水道管は敷設して60年間利用できるが，借金をほぼせずに，現役世代だけが負担している構造になっている。２年前から老朽化の更新事業を行っているが，世代間の公平性が保たれていないということで，将来使用する世代にも負担してもらい，世代間公平を担保しながら適切に企業債を利用していくということで企業債の残高を記載している。上がっていきすぎると借金体質になるが，約30年先は，115％程度で収まる予定。県内の同程度の水道事業の平均は，企業債残高が250％。借金が増え続けるのではなく，世代間の公平性を保ちながら，他の事業と同じように企業債を借りて進めていきたい。

委　　員：基本計画の目的に沿えるように実施してほしい。備後や高梁川など多くの方に笠岡市を知ってもらいたい来てもらいたいと考えているので，観光協会としても市と一緒に考えていきたい。

委　　員：とても勉強になった。目標に近い結果が出るように頑張ってほしい。

委　　員：かつてのアンケート結果で「働く場所がほしい」という結果があった。これを受けて，行政は地域の産業の振興・企業誘致を掲げている。工業用地について，岡山県のものだからほっとくのではなく，笠岡市にあるのだから笠岡市としても誘致を働きかけようと商工会議所の意見としてあった。2012年に安倍政権になり，動き始めた。根本的には，日本の人口が減少している。減少しているところに成長は簡単ではない。人口を増やすための努力を市はやっている。

　　　　　近隣の市町が集まる会議で，笠岡市は変わったとよく言われる。業界と笠岡市と一緒になって，市の発展のために頑張っていきたい。

委　　員：身近な心配事から解決する必要があるとひしひしと感じた。子育てについて，今年度，来年度改革の年になってきているのでスムーズに素敵な形になるように関与していきたいと感じた。

委　　員：生活に密着することについて，いろいろと問題が出てきている。コロナで色々な催しものが無くなっており，来年はどうなるんだろうかと不安がある。

　　　　　町内会を守ろうと小さい力が集結しており，笠岡市は大したものだと感じた。小さいことを重ねていくということが，計画の中に入ればよい。

会　　長：会長として司会進行として，審議会の最終日を迎えて安心している。10月26日に会長と副会長で本素案を持って市長への答申を行うこととしているので御了解ください。
全委員了解
